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人権身の上相談
勤め先、その他で、自分は「人

権」を侵害されていると思ったと
きは、どうぞ相談においでくださ
い。東京法務局職員・足立区人権
擁護委員が相談に応じます。相談
の秘密は堅く守ります。相談日は
毎月第三金曜日、午後1時～4時。区
役 所( 1 階) 相談室

人 口 調 べ
( 昭和46年11月1日現在)
世 帯　185, 578

男　　300, 413

女　　289, 166

計　　589, 639

( 前月より64人増)

都震災予防条例

都
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

防
災
空
地
・
避
難
道
路
を
確
保

大
地
震
は
、家
屋
の
倒
壊
ば
か
り
で
は
な
く
、火
災
や
人
心
の
動
揺
な
ど
で
最
悪
の
事
態
に
お
ち
い
る
場

合
が
多
く
、昔
か
ら
恐
ろ
し
い
災
害
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、都
で
は
、災
害
の
予
防
に

重
点
を
お
い
た
「震
災
予
防
条
例
」を
こ
の
ほ
ど
制
定
し
ま
し
た
。こ
の
条
例
は
、従
来
の
地
震
対
策
が
予

防
よ
り
も
応
急
処
置
や
復
旧
に
目
が
向
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
、地
震
発
生
に
伴
っ
て
起
こ
る
火
災
な
ど
、
「

人
災
」と
も
み
ら
れ
る
災
害
の
防
止
に
、目
を
向
け
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
「地
震
が
起
き

た
ら
、何
よ
り
も
火
の
始
末
」と
、こ
の
条
例
で
は
み
な
さ
ん
に
関
係
の
深
い
地
震
発
生
時
の
心
が
け
や
義

務
な
ど
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
京
都
震
災
予
防
条
例
は
、八
章
五
十
三

条
か
ら
な
り
、
都
民
の
生
命
・
財

産
を
震
災
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す

。

第
一
章
―
知
事
は
、震
災
防
止
の
た

め
に
最
大
の
努
力
を
払
う
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
、
同
時
に
都
民
に
対
し
て
、

震
災
防
止
の
計
画
や
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
協
力
を
求
め
、
ま
た
、
自
主

的
活
動
に
は
積
極
的
に
指
導
、
助
言
を

行
な
う
。

い
っ
ぽ
う
区
市
町
村
は
、
知
事
の
防

災
事
業
に
協
力
し
、
住
民
の
自
発
的
な

防
災
組
織
づ
く
り
を
図
り
防
災
意
識
を

高
め
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。ま

た
、
都
民
や
事
業
者
(
会
社
・
商

店
な
ど
)
は
、
都
、
区
市
町
村
の
防
災

事
業
に
協
力
し
、
特
に
、事
業
所
は
、独

自
の
防
災
計
画
を
作
り
、
近
所
の
住
民

の
安
全
確
保
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章
―
地
域
の
危
険
度
の
科
学
的

測
定
と
公
表
、不
燃
化
な
ど
の
防
災
建

築
物
の
促
進
な
ど
、防
災
都
市
計
画
を

進
め
る
。

第
三
章
―
建
築
物
の
耐
震
性
の
確
保

の
た
め
の
指
導
・
相
談
、地
下
街
な
ど

の
耐
震
・
耐
火
の
定
期
点
検
や
改
善
勧

告
、
宅
地
造
成
地
の
安
全
を
確
保
し
、

ま
た
、
地
盤
沈
下
対
策
も
強
力
に
進
め

る
。

第
四
章
―
都
民
の
初
期
消
火
に
よ
る

出
火
防
止
や
建
築
物
の
不
燃
化
、
高
圧

ガ
ス
・
有
害
物
な
ど
の
安
全
基
準
の
調
査

研
究
、
防
災
空
地
の
確
保
な
ど
に
努

め
る
。

第
五
章
―
避
難
場
所
や
道
路
の
確
保

な
ど
、
避
難
す
る
と
き
の
安
全
策
を
進

め
る
。

第
六
章
―
都
民
の
協
力
に
よ
り
、防

災
市
民
組
織
づ
く
り
に
努
め
る
。

第
七
章
―
防
災
訓
練
の
実
施
や
地
域

の
安
全
性
の
都
民
に
よ
る
監
視
、
意
見

の
施
策
へ
の
反
映
に
努
め
る
。

第
八
章
―
条
例
を
実
施
す
る
た
め
に

必
要
な
規
則
を
定
め
る
。

近
く
消
火
器
を
配
備

密
集
地
区
に
重
点

区
で
は
、
区
独
自
の
立
場
か
ら
、
火

災
防
止
の
た
め
消
火
器
を
区
内
に
配
置

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
の
消
火
器
は
、平
均
百
世
帯
に
一

本
の
割
で
、近
く
町
会
・
自
治
会
を
通

じ
て
、町
内
各
所
に
備
え
付
け
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、と
く
に
木
造
家
屋
の
密

集
地
区
を
重
点
に
行
な
い
ま
す
。

消
火
器
は
、
初
期
消
火
と
自
衛
消
防

に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
各
ご

家
庭
で
も
、
最
底
一
本
は
、
「
い
ざ
」

と
い
う
と
き
の
た
め
に
備
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
は
、

別
に
く
わ
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

連帯意識盛りあげ
住みよい
町づくり 区 民 大 会

去
る
十
一
月
十
七
日
、足
立
区
産
業

振
興
館
で
「足
立
区
環
境
づ
く
り
区
民

大
会
」が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
大

会
は
、区
内
を
、き
れ
い
で
住
み
よ
い

町
に
と
、ま
た
、痛
ま
し
い
交
通
事
故

の
な
い
区
に
と
、各
地
域
で
活
動
を
さ

れ
て
い
る
区
民
約
六
百
名
が
参
加
し
て

開
か
れ
、
「地
域
に
お
け
る
連
帯
意
識

に
つ
い
て
」と
題
す
る
、毎
日
新
聞
論
説

委
員
牧
内
節
男
氏
の
講
演
、新
生
活
運

動
や
交
通
安
全
運
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

▽
新
生
活
運
動
で
は
推
進
委
員
二
名
、

団
体
三
十
二
、地
区
委
員
七
十
二
名
、

生
活
学
校
メ
ン
バ
ー
二
十
一
名
が
受
賞

▽
交
通
安
全
運
動
で
は
、
団
体
二
十

七
、
個
人
五
十
一
名
が
受
賞
。

引
き
続
き
、
今
年
度
の
各
種
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
賞
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

《
一
般
・
団
体
の
部
》

最
優
秀
賞

―
栗
原
第
一
都
住
自
治
会
　
千
住
公
園

を
愛
す
る
会
　
優
秀
賞―
西
新
井
第
三

団
地
自
治
会
　
興
野
町
都
公
社
住
宅
B
-
2
　

伊
興
北
根
町
会
婦
人
部
　
興
野

町
都
公
社
住
宅
C
-
6
　
伊
興
自
治
会

婦
人
部
　
梅
島
花
壇
　
東
武
北
千
住
駅

ほ
か
に
優
良
賞
な
ど
三
十
二
団
体

《
学
校
の
部
》
最
優
秀
賞―
千
寿
第

四
小
学
校
ほ
か
に
優
秀
賞
な
ど
十
一
校
　

交
通
安
全
図
画
ポ
ス
タ
ー
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
(
敬
称
略
)

《
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
の
部
》
優
秀

賞
―
根
本
浩
治
　
斉
藤
薫
　
山
口
秀
貢
　

村
山
稔
　
長
野
裕
之
　
宇
賀
田
勝
　

洲
脇
健
一
　
山
岸
浩
子
　
輿
石
博
　
小
室

雅
昭
　
島
田
真
紀
　
高
橋
伸
行
　
赤
沢

一
　
近
藤
理
恵
　
中
村
さ
き
江
　
石
井
順
　
西

川
加
津
代
　
松
野
信
明
　
去

石
誠
一
　
田
熊
利
哉
　
石
井
敏
明
　
高

松
基
宣
　
山
口
文
彦
　
ほ
か
に
優
良
賞

な
ど
五
十
一
名

《
作
文
の
部
》
優
秀
賞
―
岡
村
晴

美
　
下
馬
清
司
　
大
竹
秀
幸
　
小
林
高

広
　
ほ
か
に
優
良
賞
な
ど
十
名

「
成
人
の
日
」
の
つ
ど
い

講
演
と
軽
音
楽
な
ど

区
と
区
教
育
委
員
会
で
は
、来
年
一

月
十
五
日
に
「成
人
の
日
」記
念
行
事

と
し
て
、次
の
会
場
で
式
典
と
講
演
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま
す
。対

象
と
な
る
方
に
は
、年
賀
状
で
ご
案
内

を
さ
し
あ
げ
ま
す
。ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記
念
式
典
・
講
演
時
間
―
午
前
十
時
三

十
分
か
ら

会
場
―
◎
足
立
区
体
育
館
(
第
六
・
七

・
十
・
十
一
・
十
四
・
十
五
・
十
六

・
東
栗
原
出
張
所
管
内
)

◎
第
十
五
中
学
校
(
常
東
・
第
三
・

四
・
五
出
張
所
管
内
)

◎
江
北
中
学
校
(
第
八
・
九
・
十
二

・
十
三
・
二
十
出
張
所
管
内
)

◎
東
綾
瀬
中
学
校
(
第
十
七
・
十
八

・
十
九
・
東
綾
瀬
出
張
所
管
内
)

対
象
の
方
―
昭
和
二
十
六
年
一
月
十
六

日
～
昭
和
二
十
七
年
一
月
十
五
日
の

間
に
生
ま
れ
た
方

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
―
当
日
午
後
一
時
か

ら
、
足
立
区
文
化
会
館
、
《
軽
音
楽

と
若
人
の
つ
ど
い
》

〝
わ
た
し
の
便
利
帳
〟

―

―
訂
正
と
お
わ
び
―
―

先
に
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
「わ

た
し
の
便
利
帳
」に
つ
ぎ
の
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、ま
こ
と
に
恐
れ

入
り
ま
す
が
、ご
訂
正
の
上
、ご
利

用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
1
0
ペ
ー
ジ
　
本
文
七
行
目
「
軽
自

動
車
」
を
「
原
動
機
付
自
転
車
」
に

▼
3
2
ペ
ー
ジ
　
一
行
目
「
手
数
料
は

無
料
」
は
「
手
数
料
は
四
〇
〇

円
」
に

▼
3
8
ペ
ー
ジ
　
十
五
行
目
「
三
〇
、

八
〇
〇
〇
〇
円
」
を
「
三
〇
、
八

〇
〇
円
」
に

▼
1
2
8
ペー
ジ
　
東
京
法
務
局
城
北
出

張
所
の
電
話
「
六
〇
二
-
九
三
三

九
」
を
「
六
〇
三
-
四
三
〇
五
」
に

▼
1
2
7
ペ
ー
ジ
　
足
立
北
郵
便
局
の
電

話
「八
八
七
局
」を
「八
八
三
局
」に

▼
同
ペー
ジ
　
都
第
六
建
設
事
務
所

の
電
話
「
八
八
八
-
五
三
五
一
」

を
「
八
八
二
-
一
一
五
一
」
に

そ
れ
ぞ
れ
訂
正
い
た
し
ま
す
。

◇
　

◇

な
お
、
こ
の
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」

は
、
業
者
に
委
託
し
て
お
配
り
い
た

し
ま
し
た
が
、
不
行
届
の
点
は
深
く

お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
ま
た
新
し
く

転
入
さ
れ
た
方
や
ま
だ
お
受
け
取
り

に
な
っ
て
い
な
い
方
に
は
も
よ
り
の

出
張
所
で
差
し
上
げ
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

電
子
計
算
課
・

体
育
課
を
新
設

区
が
、
区
民
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に

行
な
う
し
ご
と
は
、
年
々
ふ
え
つ
づ
け

て
い
ま
す
が
、
少
な
い
人
員
を
有
効
に

配
置
し
た
り
、
機
械
化
を
進
め
た
り
し

て
、
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
の

近
代
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
十
二
月
一

日
付
け
で
次
の
二
課
を
新
設
し
ま
し
た

□
総
務
部
電
子
計
算
課―
各
種
の
計
算

事
務
・
通
知
書
の
作
成
そ
の
他
の
電

子
計
算
機
に
よ
る
処
理

□
教
育
委
員
会
事
務
局
体
育
課―
区
民

の
体
育
振
興
な
ど

立
入
り
測
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
、
現
在
、
道
路
台
帳
を
つ
く

る
た
め
、
立
入
り
調
査
、
・
測
量
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

測
量
対
象
区
域
は
、
区
画
整
理
中
の

区
域
な
ど
を
除
く
足
立
区
全
域
で
す
が
環

状
七
号
線
以
南
を
先
に
行
な
い
、
以

北
も
四
十
七
年
四
月
以
後
、
引
き
続
い

て
測
量
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
測
量
対
象
地
域
内
は
、
測
量
士

が
、
道
路
や
水
路
の
端
か
ら
民
地
側
五

㍍
以
内
の
地
形
や
建
物
、
ヘ
イ
、
橋
、

樹
木
な
ど
の
位
置
、
街
路
灯
番
号
な
ど

を
調
べ
て
回
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
と
き
に
は
、
測
量
士
が
、

み
な
さ
ん
の
家
の
門
内
に
立
ち
入
っ
た

り
、
店
の
看
板
や
商
品
だ
な
を
か
た
ず

け
た
り
し
て
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
測
量
士
は
、
腕
章
を
付
け
て

い
る
ほ
か
、
区
が
発
行
し
た
身
分
証
明
書

を
持
っ
て
い
ま
す
。
万
一
、
ご
不
審

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
身
分
証
明
書

を
確
か
め
る
ほ
か
、
区
役
所
土
木
部
道

路
台
帳
係
へ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

区 民 福 祉 セ ン タ ー だ よ り
□

東

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
一
　
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一

■
趣
味
の
教
室

料
理
教
室
《
中
国
風
お
せ
ち
料
理
》
日
時
―
十
二
月
八
日
(
水
)

午
後
一
時
　
講
師
―
増
田
幸
永
氏

茶
道
教
室
《
お
茶
室
の
作
法
》
日
時
―
十
二
月
十
六
日
(
木
)

午
前
十
時
　
講
師
―
岩
佐
柳
朋
氏
(
表
千
家
)
　
講
習
費
―
二
〇
〇

円
　
定
員
―
三
〇
名

文
学
教
室
《
日
本
古
典
文
学
の
系
譜
(
太
平
記
)
》
日
時
―
十

二
月
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
　
講
師
―
阿
川
昔
氏

音
楽
教
室
《
コ
ー
ラ
ス
》
日
時
―
十
二
月
十
一
日
(
土
)
午
後

三
時
　
講
師
―
池
田
輝
樹
氏

七
宝
焼
教
室
《
カ
フ
ス
ボ
タ
ン
・
タ
イ
タ
ッ
ク
他
》
日
時
―
十

二
月
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
三
時
　
講
師
―
中
村

俊
介
氏
(
光
風
会
)
　
材
料
費
―
五
〇
〇
円

手
芸
教
室
《
あ
み
も
の
(
ア
フ
ガ
ン
小
物
集
)
》
日
時
―
十
二

月
十
六
日
(
木
)
午
前
十
時
～
午
後
三
時
　
講
師
―
勝
俣
寿
美
子
氏
　

材
料
費
―
三
〇
〇
円
～
一
〇
〇
〇
円

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
(
紙
工
作
)
《
馬
の
モ
ビ
ー
ル
》
日
時
―

十
二
月
十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
　
講
師
―
ケ
イ
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
教
室
　
材
料
費
―
四
〇
〇
円

着
付
教
室
《
お
正
月
の
和
服
の
着
付
け
》
日
時
―
十
二
月
十
四

日
(
火
)
　
午
前
十
時
　
講
師
―
こ
と
ぶ
き
会
美
容
部

生
花
教
室
《
お
正
月
の
生
花
》
日
時
―
十
二
月
二
十
四
日
(
金
)

午
前
十
時
　
講
師
―
岩
佐
マ
チ
氏
(
古
流
)
　
材
料
費
―
八
〇
〇
円

(は
さ
み
・
雑
布
持
参
)

■
ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど
も
会

日
時
―
十
二
月
十
九
日
(
日
)
午
前
十
時
三
十
分
・
午
後
一
時
三

十
分
　
内
容
―
マ
ン
ガ
映
画
・
お
り
紙
ゲ
ー
ム
・
歌
・
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
他

□

中

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇
　
　
八
八
九
-
一
四
八
一

■
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
落
語
鑑
賞
会

日
時
―
十
二
月
十
五
日
(
水
)
午
後
一
時
　
場
所
―
セ
ン
タ
ー
老

人
集
会
室
　
内
容
―
「桂
文
楽
の
寝
床
」他

■
ク
リ
ス
マ
ス
こ
ど
も
会

日
時
―
十
二
月
二
十
四
日
(
金
)
午
後
一
時
三
十
分
　
場
所
―
セ

ン
タ
ー
別
館
音
楽
室
　
内
容
―
奇
術
・
歌
の
指
導
・
影
絵
・
映
画

■
年
忘
れ
さ
よ
な
ら
映
画
会

日
時
―
十
二
月
二
十
六
日
(
日
)
午
前
十
時
・
午
後
一
時
三
十
分
　

場
所
―
セ
ン
タ
ー
別
館
音
楽
室
　
題
名
―
ホ
ル
ス
の
大
冒
険

□

西

部

区

民

福

祉

セ

ン

タ

ー

鹿
浜
二
丁
目
二
四
-
二
　
　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
子
ど
も
映
画
会

十
二
月
五
日
(
日
)
=
金
の
耳
か
ざ
り
・
絹
と
蝶
他

十
二
月
十
二
日
(
日
)
=
青
い
目
の
ロ
バ
・
渡
し
舟
の
太
一

十
二
月
二
十
六
日
(
日
)
=
妹
の
分
も
走
れ
・
小
さ
な
探
偵
た
ち

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
二
時
か
ら
で
す

■
老
人
慰
安
将
棋
大
会

日
時
―
十
二
月
十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
か
ら
　
場
所
―
セ
ン
タ
ー

老
人
室
　
定
員
―
五
〇
名
　
参
加
資
格
―
区
内
在
住
の
六
十
歳
以

上
の
方
　
申
込
み
―
直
接
セ
ン
タ
ー
へ
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
)

■
こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
会

日
時
―
十
二
月
十
九
日
(
日
)
午
後
二
時
か
ら

(各
セ
ン
タ
ー
と
も
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
)

■ 区役所の電話882- 1111　 第二庁舎886- 3165　 足立福祉事務所888- 3141　 中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7101　西部福祉事務所897- 5011
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千
住
区
民
福
祉

セ
ン

タ

ー

も
う
す
ぐ
完
成

老
人
図
書
室
や
児
童
施
設
な
ど

区
で
は
、す
で
に
三
つ
の
区
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
(
中
部
・
東
部
・
西
部
)
を
建
設

し
、み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、か
ね
て
建
設
中
の
「

千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
」も
、間

も
な
く
完
成
し
、来
年
早
々
に
開
館
し

ま
す
。

場
所
は
、千
住
元
町
三
四
-
一
で
、

西
新
井
橋
南
詰
(
都
住
元
町
ア
パ
ー
ト

隣
り
)
で
す
。建
物
は
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
(
一
部
四
階
)
・
延
べ

面
積
約
二
、
一
〇
〇
平
方
㍍
(
六
三
五

坪
)
。

こ
の
施
設
の
特
徴
は
、西
部
セ
ン
タ

ー
同
様
お
と
し
よ
り
向
け
の
施
設
が
中

心
で
、
老
人
用
浴
室
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
そ
し
て
区
で
初
め
て
の
「老
人
専
用

図
書
室
」も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

以
下
お
も
な
施
設
内
容
は
、次
の
と

お
り
で
す
。

【
老
人
向
け
施
設
】

▽
老
人
集
会
室
(
五
十
六
畳
、ス
テ
レ

オ
・
十
六
㍉
映
写
機
な
ど
)
　
▽
老
人

娯
楽
室
(
二
十
畳
、カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
・

碁
・
将
棋
な
ど
)
　
▽
浴
室
　
▽
老
人

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
(
平
均
台
・
マ
ッ
ト

・
背
筋
力
計
な
ど
)
　
▽
静
養
室
(
べ
ッ

ド
・
救
急
医
薬
品
な
ど
)
　
▽
老
人

図
書
室
(
図
書
六
百
冊
)

【児
童
向
け
施
設
】

▽
卓
球
室
(
卓
球
台
三
台
)
　
▽
音

楽
室
(
エ
レ
ク
ト
ー
ン
・
ギ
タ
ー
・
ス

テ
レ
オ
な
ど
)
　
▽
幼
児
室
(
輪
投
げ

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
ン
ネ
ル
・
積
木
・
ぬ

い
ぐ
る
み
人
形
な
ど
)

【一
般
向
け
施
設
】

▽
大
ホ
ー
ル
(
固
定
い
す
二
百
四
十

四
席
)
▽
大
会
議
室
(
八
一
平
方
㍍
)

▽
和
室
(
十
八
畳
)

な
お
、
利
用
で
き
る
時
間
や
有
料
施

設
の
料
金
は
、
次
号
(
特
集
)
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

もうすぐ完成　みなさんのお越しを待ってます

足
立
授
産
場
は
今
月
中
旬
開
設

手
内
職
や
老
人
向
け
仕
事

千
住
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
に
併
設

の
「
東
京
都
足
立
授
産
場
」
は
、
ひ
と

足
早
く
、
十
二
月
十
六
日
(
木
)
か
ら

業
務
を
開
始
で
き
る
見
込
で
す
。

当
授
産
場
は
、本
木
東
町
に
あ
り
ま

し
た
が
、建
物
が
古
く
な
っ
た
た
め
、

興
野
町
に
仮
事
業
所
を
設
け
て
業
務
を

続
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、こ
の
新
し
い
施
設
の
完
成

に
伴
い
、
興
野
の
仮
施
設
と
千
住
柳
町

の
千
住
分
室
(
千
住
簡
易
内
職
あ
っ
旋

所
)
は
、
廃
止
さ
れ
ま
す
。

授
産
場
の
業
務
内
容

こ
こ
で
は
、老
人
や
病
人
、こ
ど
も
な

ど
を
か
か
え
て
い
る
た
め
、
一
般
の
就

職
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、
次
の
よ
う

な
し
ご
と
を
お
世
話
す
る
施
設
で
す
。

し
ご
と
―
手
工
芸
・
簡
易
な
手
内
職

開
設
時
間
―
午
前
九
時
～
午
後
五
時

利
用
方
法
―
(
1
)
授
産
場
に
通
い
、そ
こ

で
作
業
す
る
　
(
2
)
授
産
場
で
し
ご
と
を

受
け
と
り
、
自
宅
で
作
業
す
る
、
の
い

ず
れ
か
で
。

企
業
主
の
方
へ

当
授
産
場
で
は
、
原
則
と
し
て
老
人

を
対
象
と
し
て
技
能
を
授
け
、
し
ご
と

を
あ
っ
旋
し
て
い
ま
す
。

作
業
に
あ
た
っ
て
は
、専
門
の
技
術

指
導
員
を
置
い
て
作
業
指
導
を
行
な
い

製
品
の
加
工
や
検
品
、納
期
の
厳
守
な

ど
に
は
、
十
分
留
意
し
て
い
ま
す
。

区
内
企
業
者
の
方
で
、老
人
に
も
で

き
る
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
発

注
を
ぜ
ひ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、当
授
産
場
の
電
話
は
、目
下

申
請
中
で
す
の
で
、施
設
開
設
前
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
ど
う

ぞ
。東

京
都
北
部
授
産
事
業
所

九
一
二
-
九
一
七
一
～
三

児
童
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
?

新
規
の
方
は
お
早
め
に

今
回
は
、今
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
た

こ
と
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。申
請
も

れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
は
、
来
年
一
月
か
ら
、
国

と
都
の
二
本
立
て
に
な
り
、
国
の
対
象

に
な
る
方
は
、
都
の
手
当
は
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

一
、支
給
対
象
児
童

(
1
)
一
般
手
当
　
満
十
八
歳
未
満
の
児
童

を
三
人
以
上
扶
養
し
、三
人
目
以
降
の

児
童
が
義
務
教
育
終
了
前
の
場
合

な
お
、三
人
目
以
降
の
児
童
の
年
齢

に
よ
っ
て
、国
と
都
に
わ
か
れ
ま
す
。

(
1
)
国
の
対
象
者
　
満
五
歳
未
満
の
児
童

(
2
)
都
の
対
象
者
　
満
五
歳
以
上
の
児
童

(
四
十
七
年
一
月
一
日
現
在
)

従
来
か
ら
の
都
の
対
象
者
で
も
、(
1
)

に
該
当
す
る
と
き
は
、都
の
資
格
は
自
動

的
に
消
滅
し
ま
す
の
で
、
必
ず
国
の

認
定
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

(
3
)
遺
児
手
当
・
障
害
児
手
当
　
都
だ
け

の
制
度
で
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。く
わ

し
い
こ
と
は
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

二
、
支
給
制
限

年
間
の
所
得
額
が
、
一
定
額
以
上
の

場
合
は
、
認
定
申
請
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
所
得
額
例
　
妻
と
子
供
三
人
の
と
き

百
五
十
八
万
六
千
円
ま
で
。く
わ
し
く

は
、前
号
の
限
度
額
表
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

三
、認
定
申
請
の
方
法

持
参
す
る
も
の

▽
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
等
の
証
書
手

帳
等
　
▽
申
請
者
の
銀
行
等
の
預
金
通

帳
　
▽
印
か
ん
　
▽
都
の
児
童
手
当
受

給
資
格
者
証
(
都
の
受
給
者
の
み
)
　

▽
区
外
で
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
は
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
課
税
証
明

四
、手
当
額
が
増
加
す
る
方
の
申
請

算
定
の
基
礎
が
「義
務
教
育
修
了
前

の
児
童
三
人
以
上
」か
ら
「満
十
八
歳

未
満
の
児
童
三
人
以
上
」に
改
正
さ
れ

た
た
め
、支
給
対
象
児
童
が
増
加
す
る

方
は
、
「手
当
額
改
定
」の
申
請
が
必

要
で
す
。印
か
ん
と
資
格
者
証
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。(
都
の
み
)

五
、本
年
度
支
給
停
止
で
あ
つ
た
方

で
ま
だ
定
時
届
を
提
出
し
て
い
な
い
方

は
、所
得
制
限
が
解
除
に
な
っ
て
も
、

支
給
が
保
留
さ
れ
ま
す
の
で
、至
急
手

続
き
を
す
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。(
都
の

み
)

※
今
ま
で
都
の
手
当
を
受
け
て
い
た
方

で
、三
人
目
以
降
の
児
童
が
五
歳
未
満

の
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。手

続
き
・
問
合
わ
せ
は
、い
ず
れ
も

区
役
所
(
二
階
8
番
窓
口
)
児
童
係
で

す
。

≪区内ミニ情報≫

北千住駅に

旅行センター開設

最
近
は
、た
い
へ

ん
な
旅
行
ブ
ー
ム
の

よ
う
で
す
が
、こ
の

十
二
月
一
日
か
ら
、

北
千
住
駅
西
口
に
旅

の
こ
と
な
ら
な
ん
で

も
ま
に
あ
う
旅
の
専
門

店
「国
鉄
北
千
住

駅
旅
行
セ
ン
タ
ー
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。旅

行
の
計
画
か
ら

キ
ッ
プ
・
旅
館
の
予

約
ま
で
、
「
い
っ
さ

い
お
引
き
受
け
し
ま

す
」
と
の
こ
と
。
ま

た
、
四
人
以
上
は
二

か
月
前
か
ら
、
十
五

人
以
上
な
ら
六
か
月

前
か
ら
の
予
約
も
O
K

。営
業
時
間
は
、
午

前
十
時～
午
後
六
時

ま
で
。
年
中
無
休
。
　

八
八
八
-
五

七
三
三

幼
稚
園
児
募
集

区
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
四
十
七

年
四
月
入
園
の
区
立
幼
稚
園
児
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員―
△
関
屋
幼
稚
園
…
三
十

五
名
　
△
元
宿
幼
稚
園
…
六
十
五
名
　

△
江
北
幼
稚
園
(
仮
称
)
…
九
十
五
名
　

申
込
み
期
間
―
十
二
月
七
日
(
火
)
～

十
日
(
金
)
午
後
一
時
～
三
時

申
込
み
先
―

□
関
屋
幼
稚
園
　
千
住
関
屋
町
一
六
-

一
　
　
八
八
八
-
三
五
八
九

□
元
宿
幼
稚
園
　
千
住
桜
木
一
丁
目
一

六
-
二
　
　
八
八
二
-
九
四
六
五

□
江
北
幼
稚
園
　
(
江
北
一
丁
目
二
六
)

を
希
望
す
る
方
は
、次
の
い
ず
れ
か

へ

△
区
教
育
委
員
会
学
事
係
(
区
役
所
五

階
)

△
区
第
十
三
出
張
所

八
九
〇
-
四
二
〇
一

持
参
す
る
も
の
―
(
1
)
印
か
ん
　
(
2
)
住

民
票
の
抄
本
(
幼
児
本
人
の
も
の
)

く
わ
し
く
は
、区
教
委
学
事
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

亜硫酸ガス測定結果
(新田定点)

10月平均　　0. 023PPM
最高一日平均
( 10月22日) 　0. 042PPM
最低一日平均
( 10月10日) 　0. 011PPM
環境基準　　0. 05PPM

区
民
駅
伝
大
会

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

区
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
増
進
と
体

力
の
向
上
を
図
る
運
動
の
一
つ
と
し

て
、区
民
駅
伝
大
会
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い

。

日
時
―
四
十
七
年
一
月
十
六
日
(
日
)

/
午
前
九
時
集
合
(
雨
雪
決
行
)
　
場
所
―

花

畑

団

地
内

周

回
コ

ー
ス
(

東

武
竹

の

塚
駅

前

か

ら
花

畑

団

地
行

バ
ス

終
点

下

車
徒

歩

一

分
)

参
加
資
格
―
一
般
区
民
(
区
内
在
勤
在

学

を

含
む
)

競
技
内
容
―
一
般
の
部
/
学
生
の
部
…

一
人
五
㌔
㍍
(
二
周
)
　
監
督
一
名
・
選

手

五
名
(

補

欠

二
名
)

中
学
の
部
…
一
人
二
・
五
㌔
㍍
(
一
周
)
　

監
督
一
名
・
選
手
十
名
(
補
欠
二
名
)

申
込
み
―
十
二
月
二
十
五
日
(
土
)
正

午
ま
で
に
、チ
ー
ム
名
・
部
別
・
走
者

順
位
・
選
手
氏
名
・
住
所
・
年
齢
・
連

絡
方
法
(
電
話
等
)
を
記
入
し
、直
接

ま
た
は
郵
送
で
左
記
へ
。

足
立
区
教
育
委
員
会
体
育
課

(
足
立
区
千
住
一
丁
目
五
〇
)

そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
区
役
所
内
体

育
課
へ
。

名
称
が
変
わ
り
ま
し
た

新
―
東
京
都
足
立
都
税
事
務
所

旧
―
東
京
都
足
立
税
務
事
務
所

■
1
2
月
2
7
日
が
納
期
限
で
す
…

固
定
資
産
税
第
三
期
分

〝たこ〟をつくりましょう

新年こどもたこあげ大会

区
教
育
委
員

会
で
は
、次
の

と
お
り
こ
ど
も

た
こ
あ
げ
大
会

を
行
な
い
ま

す
。冬
休
み
を

利
用
し
て
、自

分
の
創
意
と
く

ふ
う
を
い
か
し

た
「た
こ
」を

作
り
、大
空
い

っ
ぱ
い
に
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

日
時
―
四
十
七

年
一
月
十
六
日
(
日
)
午
後
一
時
(
雨

天
―
一
月
二
十
三
日
)

場
所
―
台
東
区
営
千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド

(
千
住
新
橋
南
詰
上
流
)

参
加
対
象
―
区
内
少
年
団
体
・
こ
ど
も

会
会
員

た
こ
の
規
格
―
た
て
・
よ
こ
各
七
〇
㌢

以
内
で
、
自
分
で
作
っ
た
も
の

申
込
み
先
―
こ
ど
も
会
を
通
じ
て
、区

教
委
青
少
年
係
へ
。

申
込
み
期
限
―
一
月
十
二
日
(
水
)
午

後
五
時
ま
で

困
り
ま
す

路
上
で
の
タ
キ
火

冬
に
な
る
と
、
道
路
上
で
タ
キ
火
を

す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
道
路
は
、
特
に
熱
に

弱
い
た
め
、
ひ
ど
く
い
た
ん
で
し
ま
い

ま
す
。

デ
コ
ボ
コ
道
路
や
穴
の
あ
い
た
道
路

は
、
交
通
事
故
の
原
因
と
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
防
火
上
か
ら
も
た
い
へ
ん
危

険
で
す
か
ら
、
路
上
で
の
タ
キ
火
は
ぜ

っ
た
い
お
や
め
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
の

お
願
い

通
産
省
で
は
、毎
年
十
二
月
三
十
一

日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
全
国
い
っ
せ
い
に
製

造
業
に
属
す
る
事
業
所
す
べ
て
を
対
象

と
し
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

都
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
来

年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
お
伺
い
し

ま
す
。調
査
内
容
の
秘
密
は
、厳
し
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

旧
軍
人
・
軍
属
に

「一
時
恩
給
」

恩
給
法
の
一
部
が
、十
月
一
日
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、旧
軍
人

お
よ
び
判
任
官
以
上
の
旧
軍
属
で
あ
っ

た
方
で
、次
の
項
目
に
該
当
さ
れ
る
方
、

ま
た
は
、
そ
の
遺
族
の
方
に
「
一
時
恩

給
」
あ
る
い
は
「
一
時
扶
助
料
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
お
早
め
に
。

▼
下
士
官
以
上
(
伍
長
以
上
ま
た
は
、

二
等
兵
曹
以
上
)
の
旧
軍
人
と
し
て

の
在
職
年
(
加
算
年
も
含
む
)
が
一

年
以
上
で
、
引
き
続
く
実
在
職
年
が

三
年
以
上
、
七
年
未
満
の
方
ま

た

は
、
そ
の
遺
族
の
方

▼
旧
軍
属
(
判
任
官
以
上
)
の
方
で
引
き
続

く
実
在
職
年
が
、三
年
以
上
、七
年

未
満
の
方
ま
た
は
、
そ
の
遺
族
の
方

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
援
護
係
へ
。

告

知

板

■
消
費
者
教
室

日
時
―
十
二
月
十
日
(
金
)
午
後
一

時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場
所
―
区
役
所
七
階
会
議
室

テ
ー
マ
―
こ
れ
か
ら
の
衣
生
活

講
師
―
戸
野
村
操
氏
(
日
本
女
子
大
教

授
)

■
愛
の
献
血
に

ご
協
力
を

あ
な
た
の
愛
の
献
血
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

十
二
月
の
移
動
採
血
日
程

▽
八
日
(
水
)
区
青
年
館

▽
十
四
日
(
火
)
加
平
小
学
校

▽
十
六
日
(
木
)
綾
瀬
小
学
校

▽
二
十
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

▽
二
十
二
日
(
水
)
区
役
所
玄
関
前

▽
二
十
四
日
(
金
)
新
田
小
学
校

▽
三
十
日
(
木
)
北
千
住
駅
西
口

■
区
営
運
動
場

貸
出
し
中
止

次
の
区
営
運
動
場
は
、堤
防
工
事

・
補
修
な
ど
の
た
め
、
貸
出
し
を
一

時
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

区
営
野
球
場
―
高
砂
町
野
球
場
(
A

・
B
面
)
/
五
反
野
野
球
場
(
全
面
)
…

堤
防
工
事
中
当
分
の
間

区
営
庭
球
場
―
平
野
運
動
場
コ
ー
ト
…

運
動
場
拡
張
の
た
め
当
分
の
間

北
千
住
公
園
/
宮
元
公
園
/
尾
竹
橋

公
園
…
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日
～

四
十
七
年
三
月
末
日
ま
で
の
冬
期
間

一
月
分
の
抽
選

十
二
月
十
六
日
―
千
住
新
橋
・
平
野

・
谷
中
・
保
木
間
野
球
場

十
二
月
二
十
五
日
―
竹
の
塚
庭
球
場

な
お
、十
二
月
二
十
八
日
(
火
)
～
一

月
四
日
は
、
貸
出
し
休
止
。

お
礼

区
の
育
英
資
金

・
社
会
福
祉
事
業
資

金
・
健
全
の
家

に
と
次
の
方
が
た
か
ら
多
額
の
寄
付

が
あ
り
ま
し
た
。(
敬
称
略
)

育
英
資
金
氷
川
ゴ
ル
フ
会
(
代
表
織

田
良
春
=
千
住
二
丁
目
)
・
磯
貝

市
之
助
(
伊
興
町
本
町
)
　
社
会
福

祉
事
業
資
金
　
五
反
野
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ー
レ
ー
ン
従
業
員
一
同
お
よ
び
㈱
和

宏
(
弘
道
二
丁
目
)
・
三
栄
ケ
ー
ス

製
作
所
(
中
央
本
町
二
丁
目
)
・
川

村
三
平
(
千
住
緑
町
三
丁
目
)
・
田

中
貞
治
(
本
木
南
町
)
・
鶴
野
幸
太

郎
(
保
木
間
町
)
・
高
橋
元
太
郎

(
花
畑
町
)
・
岡
田
安
次
郎
(
中
川

四
丁
目
)
・
広
山
末
子
(
青
井
二
丁

目
)
・
山
崎
了
昭
(
千
住
一
丁
目
)

・
吉
田
克
巳
(
千
住
桜
木
一
丁
目
)

・
新
井
妙
子
(
千
住
寿
町
)
・
野
口

了
巌
(
北
宮
城
町
)
・
石
渡
美
太
郎

(
本
木
一
丁
目
)
・
足
立
信
用
金
庫

(
竹
の
塚
五
丁
目
)
・
ブ
ラ
ザ
ー
編
物

研
究
会
東
京
第
九
支
部
一
同
(
梅
島

二
丁
目
)
・
大
友
商
会
(
代
表
城

野
嘉
之
=
中
川
四
丁
目
)
　
健
全
の

家
　
東
京
城
北
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(
会
長
佐
藤
賢
治
=
千
住
宮
元
町
)

■
区
民
ス
キ
ー
教
室

■
第
一
次
ス
キ
ー
教
室

日
時
―
一
月
二
十
一
日
(
金
)
～
二
十
四
日
(
月
)
　
(
車
中
一
泊
)

場
所
―
小
出
ス
キ
ー
場
(
新
潟
県
小
出
町
)

参
加
資
格
―
十
六
歳
以
上
の
一
般
区
民
(
区
内
在
勤
・
在
学
を
含
む
)

会
費
―
六
千
百
円
(
ス
キ
ー
傷
害
保
険
料
を
含
む
)

申
込
み
―
十
二
月
六
日
か
ら
受
付
け
(
定
員
一
五
〇
名
に
な
り
し
だ

い
締
切
り
)
。会
費
と
健
康
保
険
証
を
添
え
て
直
接
、区
教
委
体
育

課
(
区
役
所
五
階
)
　
※
借
ス
キ
ー
四
百
円
・
借
靴
二
百
円

■
第
二
次
ス
キ
ー
教
室

日
時
―
二
月
十
九
日
(
土
)
～
二
十
三
日
(
水
)
(
バ
ス
二
泊
)

場
所
―
野
沢
ス
キ
ー
場
(
長
野
県
野
沢
町
)

参
加
資
格
―
十
六
歳
以
上
の
一
般
区
民
(
区
内
在
勤
・
在
学
を
含
む
)

会
費
―
七
千
三
百
円
(
ス
キ
ー
傷
害
保
険
料
を
含
む
)

申
込
み
―
十
二
月
六
日
か
ら
受
付
け
(
定
員
一
二
〇
名
に
な
り
し
だ

い
締
切
り
)
。会
費
・
健
康
保
険
証
を
添
え
て
直
接
、区
教
委
体
育

課
(
区
役
所
五
階
)
　
※
借
ス
キ
ー
四
百
円
・
借
靴
三
百
円

■ 歳末たすけあい運動にご協力を　 ■ 米 の通帳は来年11月30日まで有効です


